
― １７ ―

はじめに

　今，初等中等教育においては，社会の一員として

社会生活を営む上で必要な基礎・基本の習得を一層

徹底するとともに，自ら課題を見つけ，自ら学び，

自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決す

る資質や能力，すなわち「課題探求能力」の基礎を育

成することが求められている。

　児童生徒に，このような確かな学力を身に付けさ

せるために，文部科学省は「学びのすすめ」等におい

て教育現場への支援策を具体的に示した。本県にお

いても，「うつくしま教育改革推進プログラム」を策

定し，本県としての教育改革推進に向けた施策を明

らかにした。これらを受けて各学校においても，き

め細かな学習指導によって基礎・基本を確実に定着

させるとともに，一人一人の個性や能力を最大限に

伸ばし，確かな学力の向上を目指して，「少人数学

習指導」や「習熟度別学習指導」に取り組んでいる。

このような学校の取り組みを支援するために，カリ

キュラム研究チームでは本年度，Ａ，Ｂ２つの班を

組織して次のような内容について研究を進めた。

　研究Ａ班においては，各学校における「少人数学

習指導」や「習熟度別学習指導」の取り組みの状況に

ついて調査・分析し，これまでの取り組みについて

検証した。

　また，研究Ｂ班においては，「個に応じたきめ細

かな学習指導」の充実を図るための学習到達度調査

の方法やその分析の仕方について研究した。また，

このような調査・分析の研究を生かして，「確かな

学力の向上」を図るための基礎的研究を推進した。

Ａ班の研究テーマ

～「個に応じたきめ細かな学習指導」の実施状況と

その指導の在り方について～

　福島県では，国の第７次定数改善計画並びに本県

の年次計画に基づき少人数授業対応教員を配置して

いる。また，各学校でもさまざまな工夫等を行い，

「個に応じたきめ細かな学習指導」に取り組んでいる。

今後，各学校では，これらの成果や課題を基にして，

なお一層「個に応じたきめ細かな学習指導」の充実を

図っていくことが求められている。

　そのため，県内の「個に応じたきめ細かな学習指

導」の実施状況についての調査（調査１）と児童生徒

並びに教師を対象とした「学習に関する意識」につい

ての調査（調査２）を行い，「個に応じたきめ細かな

学習指導」をさらに効果的に行うための課題につい

て考察した。

１　調査１について

　今，「個に応じたきめ細かな学習指導」の充実を図

ることが求められている。しかしながら，Ｔ・Ｔや

習熟度別学習指導等による少人数学習指導がどの程

度実施され，どのような成果や課題があるのかにつ

いての把握がされていないのが現状である。そこ

で，Ｔ・Ｔや習熟度別学習指導等による少人数学習

指導に焦点を絞り，次のように実施状況調査を行っ

た。

　なお，本研究では，「習熟度の程度」に応じた

ティーム・ティーチングを「習熟度別学習指導」，そ

れ以外のティーム・ティーチングを「Ｔ・Ｔ」と分け

て調査・分析を行った。

∏　少人数学習指導の実施状況について

　県内の小・中学校に対して少人数学習指導の実施

状況について調べた。

さまざまな調査を基にして「個に応じた学習指導」を実践するための基礎研究

カリキュラム研究チーム

Ⅰ　Ａ班の研究の趣旨

Ⅱ　Ａ班の研究の概要

調査年月日：平成１４年９月９日～９月２４日

調　査　校：小学校・５４６校　　中学校・２４２校


